会議録

瀬戸焼振興ビジョン改定委員会（第１回目）

日時：令和４年２月３日（木）　　　

１０時００分から１１時４５分

場所：Zoomミーティング　　　　　　
（瀬戸蔵３階特別会議室）　　

出席者：●改定委員　７名　　　　　　　 

●事務局　　７名
　　　　　　　　

【内容】

１　挨拶

２　委員長及び委員長代理の選出

３　本委員会の公開の有無

４　瀬戸焼振興ビジョン改定の進め方について
５　瀬戸市の陶磁器関連産業等の概要及び瀬戸焼振興ビジョンに基づく取組み結果について
６　瀬戸焼振興ビジョン改定に向けて意見交換

７　その他

【内容】

１　挨拶

・地域振興部長よりあいさつ

・委員紹介　

２　委員長及び委員長代理の選出

委員長は委員会要綱第２条第３項の規定により委員の互選により選任。また、委員長代理は要綱第２条第４項の規定により委員長の指名により選任した。以降、議長は委員長が務める。

３　本委員会の公開の有無

・全会一致で公開。

・第１回改定委員会の傍聴者：なし
４　瀬戸焼振興ビジョン改定の進め方について

　平成２３年に地場産業振興ビジョンとして策定され、その後平成２９年に「瀬戸焼振興ビジョン」として改定された現行の計画をこの度改定するにあたり、改定のポイントとスケジュールを事務局より報告した。（資料１）

５　瀬戸市の陶磁器関連産業等の概要及び瀬戸焼振興ビジョンに基づく取組み結果について
陶磁器産業の現状、現行計画の成果と課題、改定の基礎資料とするため行った各種調査結果について事務局より報告した。（資料２～資料８）

６　瀬戸焼振興ビジョン改定に向けて意見交換

　事務局より報告した内容や、それぞれの委員が所属する団体等で感じることや今回改定する計画に期待すること等についてご意見をいただいた。

●委員１
（事務局よりご説明した議題４～５について整理してご説明いただいたうえで、導入としてご意見をいただいた）

・近年、国内の陶磁器産地は「産地としての在り方」が多様化している（備前焼は伝統的なイメージ、大きな事業者が産地を引っ張るイメージ　等）。

・瀬戸焼といえば、とイメージできるものがない現状があるが、瀬戸焼は「瀬戸」という陶磁器の産地全体として、将来どう在りたいか・どう在るべきかを考えていかなければならない。
●委員２
・「せともの」という言葉は日本全国多くの方が知っているが、「瀬戸焼」の認知度は低く、特徴もはっきりしていない。
・陶磁器産地としてだけでなく、瀬戸市という街自体が、藤井聡太竜王の活躍により知られる機会が多くなったが、それでもなお「瀬戸市」がどこにあってどのような地か認識されていないので、知ってもらう必要がある。
・新型コロナウイルス感染症の流行により、多くの観光地が動画等で情報発信をしている。瀬戸市は陶磁器産地として、また観光という観点からも魅力的な資源に溢れている。分野を超えた地域資源を活用していき、その結果陶磁器産地としての魅力向上にもつながるのではないか。

●委員３
・産地としての瀬戸市の特徴は、器特化が多い他産地と比べ幅広いジャンルの陶磁器を作っているところ。しかし、それが結果として「瀬戸焼」としてのイメージが薄くなる要因ともなっている。

・陶磁器産業も新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け売り上げが落ち込んだが、インターネットでの商品販売や東南アジアを中心とした輸出の増加によりなんとか少しずつ回復している。
・近年、消費者ニーズが多様化しており、「これを作れば売れる」という時代から変化している。

・消費者ニーズの多様化によりメーカーは柔軟な対応力を求められるようになった
・陶磁器業界の課題の一つに、大きい窯を持っており、窯が埋まるのに１カ月かかり目の前の消費者に対応ができないというものがある。窯を小さくするなど多品種小ロットに対応できる力も必要。

・技術者の育成については、「瀬戸焼は稼げる」という産業になる必要がある。

●委員４
・陶磁器産業も新型コロナウイルス感染症の影響は大きく受けたが、それ以前に、産業自体の力が弱まっているという事実を認識しなければならない。
・瀬戸焼の代表商品のようなものがない。以前は商が提案して工が開発、といった仕組みもあったが、今はできない状況になっている。

・資料２において一事業者での生産性が上がっているとのデータがあったが、まったく実感のないものだった。

・産業が厳しい状況にある中でも、状況を見極め柔軟に対応し発信力の強化等努力を続けている事業所は業績を上げている。

・産地として力をつけるには、個の努力が不可欠。瀬戸全体として力をつける、より個の力をつける策を優先すべき。

・産地として、だけでなく地域ブランドの有無が販売に影響を与える。地域の魅力が浸透することでその結果が商業にもかえってくる。

・地域×陶磁器産業、他産業×陶磁器産業　など地域の活性化も含め、他分野との連携で産地を盛り上げていく必要がある。

・陶磁器産業に対する構想が明確・支援も整備されている産地は強い。

・技術の継承について、過去から伝わる技術をどう現在の生活に対応させるか、企業努力が重要。

・産地名だけで商品を購入するという時代から変化した。

・かつて瀬戸焼は地理的な利点に頼り切ってしまっていた。
・個が産地を引っ張っていくような産地にする必要がある。現在の瀬戸はそこが他産地に比べて弱い。ポテンシャルが十分に発揮できていない。

・若い人が、「陶磁器で稼ぐために瀬戸に行きたい」と思わせたい

●委員５
・資料３を見ると付加価値額（純利益にあたるもの）が他産地に比べてかなり低い。これが一事業者での生産性の実感がない理由ではないか。
・瀬戸焼の目指す方向性・イメージが曖昧。高価なものとして売りたいのか、安価で大量に売れるものにしたいのか、産地として方向性を統一すべき。
・日本製品の魅力…見えない価値を含んだ商品を生み出す（＝付加価値）。作家はこれを常に考えて制作している。瀬戸焼振興ビジョンの中でこの視点が薄いように感じる。

・ものづくりがマーケティングだけではできない時代。誰も思いつかないものを生み出す創発力が重要。一緒に考え相手を尊重するのではなく、相手と違う意見を出すことで発想力は高まる。こうした思考ができる人材を育成する、個の力を高める仕組みが要るのではないか。

・今の時代にマッチした育成プログラムがない。時間がかかるが重要な視点。

・見た目は同じ作品でも、作品としての価値を出す考え方・発想に魅力がある、発想力豊かな作家はいるがうまく産地として巻き込めていないのではないか。

・力ある個々の結びつきによるプロジェクトなど、ビジョンで何を目指すか、具体的に示す必要がある。

・今は目立たない若い作家が、産地と関わることで飛躍してほしい。

・企業・産業の枠を超えてプロデュースできる人・集団が集められるような計画となるとよいのではないか。

●委員６
・過去２回の策定・改定にも関わったが、その時とは陶磁器産業の状況が大きく変わった。過去２回の時は産業が登り調子の時代だったが、今は産業が細くなっている。こうした変化を踏まえ、ビジョンの中身も変わらないといけない。

・ツクリテの存在が瀬戸を変えてきた。存在感があり、メディア露出も増えてきている。

・せと・しごと塾の卒塾生の活躍も目覚ましい。

・ツクリテは、現在は自分の創作活動をしたい等自己実現のために瀬戸市に来るという人が多い。そういう人は瀬戸の魅力を発信するのも上手。

・現在は瀬戸焼に関わる人が「産業」と「作家（ツクリテ）」に二分化されているように感じる。垣根を作るのは非常にもったいない。そうした垣根を取り払い、連携していくことで魅力的な産地となる。

・近年の商店街人気は瀬戸市も例外でなく、ライフスタイルを発信するような人が瀬戸の商店街にも集まっている。やきものだけでなく他分野の人とも連携して新たな取り組みを行う必要がある。

・個の魅力で町を引っ張ることができる個がどれだけいるかがカギとなる。

・今後も「瀬戸焼」と言う表現で産地のくくりをし続けていって良いのか。他産地と違い瀬戸の伝統的工芸品は「瀬戸染付」と「赤津焼」であり「瀬戸焼」ではない。存在が高まるツクリテの作品も含め瀬戸焼で良いのか今一度考える必要があるのではないか。

●委員７
・資料６の認知度アンケート結果が、５年前に指標として設定した時より少なくなっており、５年前、ここから５年で向上したいと設定したものだったため非常に残念な結果となった。

・資料５のアンケート結果で、陶磁器の購入動機の１位は「見た目・手触り」となっている。新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、その後海外やインターネットでの販売により少しずつ回復はしているが、あくまで「新型コロナウイルス感染症の影響」を回復しているに過ぎない。海外やインターネット等実物を見る事ができない販売方法が効果的、という結論にはならないことに注意したい。
・個の力の強化は非常に重要だと考える。

・瀬戸市新世紀工芸館や瀬戸染付工芸館の修了生へのサポートを強化するなど、事業承継において市内に定着できる環境は重要。

・事業や技術が引き継げず廃業する企業は年間１２５万社ほどある。陶磁器産業もこの中に含まれる。親子での継承だけでなく、市内外で陶磁器産業にかかわりたい人が、瀬戸に来て、技術が引き継げなくて困っている事業者で技術を学び継承できる、という環境ができれば非常に魅力的ではないか。職人の街だから実現できることであり、「瀬戸ではどんな陶磁器でも作ることができる」、という特徴が活きるのではないか。

７　その他

・第２回目の改定委員会開催日をお知らせするとともに、詳細は後日お知らせすることを報告。

　令和４年４月２５日（月）午後

・令和４年３月議会において「瀬戸焼で暮らしを楽しもう条例」が議案上程されることを報告。

以上。
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